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1.は じめに

 平成13年 度 日本語教育実習は、韓国カ トリック大学校での実習 と信州大学留学生

セ ンターで の実習 の二本 立てで行われている。韓国での実習は11月 に実施 され るた

め、まだ準備 の段階である。本報告では、これ までに行われた講義 と留学生センター

での実習 を通 じて考えたことについて述べていきたい。

2.日 本語教育の多様 さにつ いて

 日本語教育実習の講義が始 まった4月 の時点では、 日本語教育 に対す る意識はいま

だ漠然 と した もので、正直な ところ、 自分 が何を したいのか、何 をすべ きなのか とい

うことがわかっていなかった。また、現実の状況 を何 も知 らずに、典型的な 日本語や

典型的な学習者 とい うものを勝手に想像 していた。講義 の際、何故 日本語を教 えるの

か と問われた ことがあったが、「日本 に滞在または永住す る場合、 日本人 とコ ミュニケ

ーシ ョンを とるために必要だか ら。」といった答えを返すことしかできなかったのを覚

えている。 この答 えは間違いではないかも しれないが、 日本語教育 を行 う理由のひ と

っで しかない。 日本語教育のあ り方 は多様で、学習者の母語や、 日本語 を学ぶ 目的、

目標達成 に必要な 日本語の程度、学習の環境な どは様々である。 日本語教師を志すな

らば、 日本語教育の多様 さを認識 しておかなければならないだろ う。そ して、 日本 と

い う国や 日本語、 日本 文化が どのよ うに受 け止 められ、何故必要 とされてい るのかを

知 ってお くことも大切 である。

 ところで、 日本語教育の多様 さに対 して、いったい どのよ うに授業を組み立ててい

けばよいのだろ うか。教育機 関によっては難 しいか もしれ ないが、理想 的なのは、到

達 目標別 に コースを作 り、学習者の希望 とニーズ分析 の結果、それに 日本語の既習 レ

ベル を考慮 してクラス分 けす るこ とだ と思 う。その上で コースごとに必要な能力 を判

断 し、そのカ がつ くよ うに授業を組み立てなければな らない。教授 法 ・シラバス ・教

科書等 も、同 じ教育機 関だか ら同 じものを使 うのではなく、 目標達成 に最 も効果的な

ものを選択すべ きではないだ ろ うか。教育に唯一の正 しい方法な どないのだか ら、試
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行錯誤 をく り返す しかない。一度上手 くいったか らといって、それをあ らゆる場面に

適用で きるとは限 らない。現場 ごとに適切なものを選択す る能力が教師 には必要では

ないだ ろ うか。

3.留 学生セ ンターでの実習について

3。1。 授 業の見学か ら

 留学生セ ンターでの実習は6月 下句から7月 にかけて実施 された。授業の見学や ア

シス ト、教壇 実習の他 、留学生 と交流 を深 めるためのパーティーや、留学生のインタ

ビュー を受 ける といった活動が行われた。

 授業 の見学は、 日本事情、初級クラス、中級 クラスでそれぞれ1回 、計3回 行われ

た。 これ らは全て性格 の異なった授業で、様 々な種類の 日本語教育 を体験す ることが

で きた。まず、日本事情は 日本語そのものを教えるのではな く、日本語で 日本 の何か、

例 えば地理や生き物について教 えるとい う授業であった。 これは 日本語母語話者の学

生が受 ける講義 と似ているところもあ り、内容 についてはあま り日本語教育 とい うこ

とは意識 しなかった。 とはいえ、 日本語母語話者の学生に対する講義 とまった く同 じ

よ うに話す のではな く、難 しす ぎない 日本語 を聞 き取 りやすい速 さで発話す るなど、

話 し方が制御 されていた。実際留学生 と話 してみてわかったのだが、普段の話 し方を

制御す る ことは考えてい るよ りも難 しい。 日本語の知識や教え方だけに気がむきがち

だが、 日本語教育の場に教師 として立つな らば、ス ピーチ コン トロールの訓練は十分

しておかなければならないと感 じた。

 普通、 日本語教育 と聞いてイメージす るものに近いのが初級 クラス と中級クラスの

授業であった。 どち らも、学習者 に 日本語その もの を教 える授業であるが、初級 クラ

ス と中級 クラスでは教科書が異な り(初 級 は構造シラバスに基づいたもの、中級は機

能 シラバ スに基づいたものであった)教 え方 にも差があった。それぞれのシラバスに

は利点 も欠点 もあるが、その欠点を どのよ うに補 うのか、 とい う工夫の仕方を見るこ

ともできた。二つの授業 に共通 していたのは、効果的な学習のためには教科書 にない

応用練習 も行 うな ど、 さまざまな活動を取 り入れていた ことである。そ の際、カー ド

や 地図や図鑑 な ど、教材 を上手に利用 していたことも参考になった。

 これ らの授業を見学 し、 日本語教師は どうあるべきか、その条件 を考えるよ うにな

った。 まず、 日本語 ・日本文化に詳 しいこと、学習者の母語 ・母文化に対す る理解が

深 い ことな どは当然必要 なことであろ う。また、 自分 の母文化は数ある文化の中のひ

とっにす ぎず、絶対的な基準 とはな り得ない ことを認識 し、 自文化 を中心 に したもの

の見方を していないか常に反省す るこ とも大切 であ る。独善的にな らず 、学習者の考

え方 を尊重 し、その気持 ちを思いやることで教師 と学習者 の間に信頼関係が生まれる

のではないだろ うか。
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 授 業を改善するには、 自分 の授業について客観的な観奈をす るのが良いだろ う。 コ

ー ス全体やカ リキュラム、個 々の授業について問題 点を発見 し、分析をす るとい う研

究者 的な側面 も日本語教師には必要ではないか。 ところで、観奈、分析 は大事である

が、1回 ご との授業の完成のみに気 をとられず、コース全体にお ける授業のあ り方 を把

握 してお いたほ うがいいだろ う。全体の把握 とい うことにっいてい うと、他クラス と

の 関わ りにも注意 を払い、その教育機関内でそれぞれが どういった位 置付 けをされ て

い るのか理解 してお き、そ して、他 の教師 と連携 し、場合 によっては合 同で活動を行

うとい うこ とがあってもいい と思 う。

 教師の仕事 は、教室内で授業をす ることで終わってはな らない。学習者 が教室外で

日本語 を実際使用できるような場 を積極的に用意す るべ きだろ う。そ ういった場 とし

て は 日本語母語話者の学生 との食事会や地元の催 し物 の紹介等が考えられ る。留学生

セ ンター の中に、電子 メールで こうい った情報配信 を行 っている先生もい らっ しゃる。

電子 メール による情報配信 は便利であるだけでな く、連絡を取 り合 うことが実際使用

のあ り方の一つになっている。教室内の活動 よ り、 日本語使用の動機が大き く、本当

の実際使 用にな りうる活動 のデザイ ンは教師にとって重要な課題の一つではないだろ

うか。

3.2.教 壇実習か ら

 留学生セ ンターでは見学だけでな く実際の教壇実習 も経験 させ ていただいた。 これ

は我 々実習生に とって非常に重要 な出来事であった。見学の際にロールプ レイやペア

ワークな どの手伝いを したが、その授業の受け持 ち教師の指示に従った ものであ り、

あ くまでテ ィーチ ングア シスタン トとい う立場での参加であった。 しか し、教壇実習

では我 々が教師 とな り授業の主導権 を握 ることになる。未熟な我 々が授業 をさせ ても

らえる機会な どめったにあるものではな く、指導案作成 にも熱が入 った。 日本語教育

の教壇経験がある者はひ とりもお らず、手探 りで指導案を形作 っていった。導入の仕

方、会話練習の仕方、時間配分な ど、いろいろ考 えたつ もりだったが、十分 とは言 え

ず、授業 の直前に変更す る部分 もあった。また、授業が始まると、指導案通 りに進 ま

ない ところが多 く、結果的に予定の時間を大幅に越 えて しまった。上手 くいかなかっ

た原因は、指導案 の練 り上げが足 りなかった ことと、その指導案を完壁 に頭に入れて

いなかったこと、そ して経験不足だ と思 う。経験が浅いため、臨機応変 に授業を進 め

ることは難 しいが、きちんとした指導案作 りは不可能な ことではない。 自分たちにで

きることは しなければならない と反省 した。

 日本語教師 を目指す者すべてが我々の ように教壇実習の機会 を与え られ るわけでは

ないが、可能な らば、教師 になる前にテ ィーチングアシスタン トとして経験 を積み、

現場の様子 を知っておいた方がいい。そ して教師の立場になった ら、綿密 な指導案 を
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作 って授業に臨む ことが必要だ と思 う。教師 としての経験は努力 したか らといってす

ぐに増えるものではない。だが、初心者な りに指導案 を練 り上げ、頭に入れてお くこ

とはできる。授業は学習者の反応を見なが ら進めなければならない。教師 は指導案 に、

学習者 は教科書にか じりついてい る授業では、本当の会話は行えない。 た とえ 日本語

を上手に使 えた として も、相手の反応をよく見ずにす る会話はぎこちない。伝 えたい

ことがあるか ら話すのだ とい うことを忘れず、お互 いの顔 を見なが ら授業 をす るべき

だ と思 う。

 今回 これ らの実習 を行 うことができたのは、留学生セ ンターの先生、事務の方 々、

そ して留学生 の皆 さんのおかげで ある。 貴重な機会 をくだ さった ことに心か ら感謝 を

申 し上げたい。そ して、 これか らも相互に協力 し、 よりよい関係 を築いていけた らい

い と思 う。

4.お わ りに

 半年間の 日本語教育実習を終え、 自分の勉強不足、経験不足を感 じた。経験 を増や

す こ とはできないが、知識の面だ けでも補 うために 日本語教育に関す る文献 にあた り

たい。その ように して増や した知識 とこれ までの活動か ら得た ことを韓国での実習 に

活 か したい。

 留学生セ ンター と韓国での実習が今後 も続 け られ、 日本語教師を 目指す後輩 たちに

とっていい実践経験 となることを願 う。
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 !.は じめに

 どんなに机 に向かって 日本語教育の勉強を していて もやは り現場 の空気 に直接触れ

てみ なけれ ば絶対に理解 できないこ とは多い。 この度の留学生セ ンターにおける 日本

語教育実習では、そのこ とが本当に感 じられた。授業見学 と模擬授業 を通 して、「日本

語 を教える」事の難 しさと、喜びを同時に味わえた と思 う。特に、留学生セ ンターの

先生方の学習者に対す る熱心な対応 と考 え方には感銘 を受けた。 ここでは、先生方の

姿を拝見 し、お話を していただいたことか ら私が得た ことについて述べ る。
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2.理 想的な教師 とは

 この度、留学生セ ンターに御脇 力を頂 くことができ、実際に貴重な教育実習 をさせ

て もらうことができた。上條厚先生には 「日本語 ・日本事情」の授業を見学 させてい

ただいた。 その際に、私が一番感 じたことはス ピーチコン トロールの素晴 らしさだっ

た。私 と共に上條先生の授業 を拝見な さっていた沖裕子先生が、「日本語教師 とい うの

は、 より多 くの人が 日本語 を話す よ うになること、学習者が 日本語 を使い こなす よう

になるこ とに対 して、喜びを感 じる人がなるべきである。また、 日本語教師 とい うも

のは、あくまで も黒子 としての役割を持ち、学習者が 日本語を使 いこな して、 日本で

の社会文化能力 を養って もらえるよ うに常に影 で支えていくとい う存在なのだろ う。」

とおっ しゃっていたのが、非常に印象的だった。上條先生は生徒 が理解 できないだろ

うと思われ る単語や概念の説明を し、学生には気づ きにくい 日本人の常識 を教 えてお

られた。 この授業は、 日本語 を使 って 日本語以外の科 目を教えるとい う 「イマーシ ョ

ン教育」を行 う上で、社会言語能力、社会文化能力がまだ十分でない学習者に対 して、

授業の補習 を してい くものであった。上條先生の授業内容は、韓国での教育実習を控

えている私達実習生に とって、大変勉強になるものであった。私たちは、 日本人であ

るがゆえに 日本語 をあた りまえのように使 っている。だから外国語話者 に 日本語を 「説

明す る」時 には、なるべ く普通に話 しなが ら、普段 は考 えも しないよ うな 「日本では

あた りまえの こと」 を学習者 に教えていかなけれ ばならないのだ。上條先生はその事

を改めて教 えて くださったと思 う。

 藤沢文人先生は、Bク ラス(初 ・中級)の 授業を受け持ってお られた。学習者は、

ドイツと中国 か らの2人 の留学生で、いずれ も女性 だった。私は、大きな声ではっき

り話そ うとす る と却 って不自然 にな り、また、普通 に話 そ うとす るとそれ はそれで学

習者 にとっては難 しい言い回 しになって しまった。学習者に向かって 「自然 な速 さ」

で話す ことが どれだけ難 しいかを体験 した。 日本語教育実習の講義でも、ス ピーチ コ

ン トロール の重要性、注意点な どは勉強 していてあるので、頭にあるはずだが、実際

に 日本語学習者 を前に して話そ うとす るとこ うまで上手 くいかない ものなのか と驚い

た。また、初 ・中級 にな ると、よ り多くの単語 を習得することも目的のひ とつになっ

てくるが、藤沢先生の授業の様子 をみてい ると、学習者 が先週実際に行 った所や、や

った事な どを尋ね、その会話の中に出てきた 「浴衣」「潮干狩 り」 唄 」 「祭 り」などの

新出単語を挙 げて身につけさせ てい く方法 をとってお られた。 これな ら実体験を伴 う

ので、憶えやす く、身 に付 きやすい と感 じた。 また、今 日身につけるべ き文型 ・表現

などは しっか りと頭 に入れておき、フ リーデ ィスカ ッシ ョンの時も教師が意識的に学

習者に使 わせ るよ うにす る事 も学習者の 目的意識 をはっき りさせ て充実感 、達成感 を

持たせ る上で大切な事であると感 じた。
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 今回の実習 で、我 々実習生 と日本語学習者 との接触場面 を持たせ るこ とを特に重要

視 してお られ たのは、合津美穂先生である。少 なくとも私 はそ う感 じた。留学生セ ン

ターでの実習が行われ る前に、合津先生 と沖裕子先 生の発案で、留学生セ ンターのA

クラス(初 級)の 学習者が主催 した 「ランチパーテ ィー」が行われた。 これ は、学習

者の為 に、 日本語の実際使用の場 として非常に有効 的だとして企画 され たもので もあ

ったが、それだけではな く、私達実習生に とっても、実際の日本語学習者 とスピーチ

コン トロールを しながら会話 をす る事の訓練にもなった。 ここで、実際 にわか り易い

日本語 で話 をす ることの難 しさを痛感することとなった。合津先生には、直接触れ合

って実際 に言葉 を交わす とい うことが基本的で重要であるとい うことを教わった よ う

に思 う。

3. 目的 ・状況を把握す る

 Aク ラス(初 級)は 、基礎固め として文法事項 を重要視す る段階であ り、基本的に

「構造シラバス」 を用いている。 この場合 、いかに して 「応用力」 を養 ってい くか と

い うことが最大の課題 になって くる。一方Bク ラス(初 ・中級)は 、基本的に 「機能

シラバスをJ用 いている。 これは、文法 をあま り意識せずに、コミュニケーシ ョン能

力の育成 を図 るものである。 コ ミュニカティプアプ ローチは、場面場面での新 しい対

応力 を養 うことが狙いであるが、 しか しどうしても提示できる場面が限 られて くると

い う難点がある。 このよ うに、一般的に、学習者 の レベルに合わせ てシラバスの内容

は変化す る。 しか し、 どのシラバスも完壁ではな く、その欠点をどのよ うに補 ってい

くかが問題 である。例えば、藤沢先生の場合 、基本的に 「機能シラバス」に則 って授

業 を組み立ててお られ るが、「構造シラバス」 も織 り込んでおられた。これ は、学習者

の母語 を考えて間違いやすそ うな部分は反復 して学ばせ ることや、基礎 的な部分 は既

習済みであるといっても誤 った憶 え方 をしない ようにす る為でもあるだろ う。教師は、

学習者の状況 を把握 し、なるべ くレベル を習熟度 の低い者に合わせ るよ うにす ること

が基本 だ と思 うが、それ でいて全員が満足できる授業 を創 り上げていかなければな ら

ない。

 留学生セ ンターでの実習が終わった頃、日本語学習者 の留学生による、「イ ンタビュ

ープ ロジェク トの発表会」に参加 した
。 これは、留学生の方々が、事前 に私達実習生

や留学生セ ンターの先生方に対 してそれぞれ のテーマについてのイ ンタ ビューを行 い、

そ こでの回答 を元に して1人10分 ずつの発表 を行 うものであった。その時に、発表者

に対す る質問時間が設け られた。ス ピーチコン トロールを しなが らわか り易い 日本語

で質 問をするべ きなのだと思 ったが、先生方か ら、「普段 と同様、 日本語母語話者 と会

話 をす るように質問を して もかまわない」 と指示 され た。 これは、 これか ら学習者が

経験す るだろ う発表会や、会議 、学会 などの実際の場 を考えて、普通の速 さで話 され
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る日本語 を学習者 に体感 させ よ うとい う目的があった為だ とい う。

 このよ うに、 日本語教師は、学習者に要求す ること、達成 させたい ことをはっき り

と認識 し、授業 の全体図 を把握 した上で、臨機応変に対処 してい く力が求 められる。

4. ま とめ

 日本語教育の場合、1人 の教師だけで継続的に教えてい くことは良い事ではなく、

チームを組んで教 えてい くべきだ とい う。 これはむ しろ言語教育全般に言 える事だ と

思 う。様々な年齢、性別の人の声 を聞かせ ることが重要 なのだ。そ う言われてみ ると、

最初に留学生セ ンターの学習者 と挨拶 をした時 と比べて、たった2週 間の間にも学習

者に上達がみ られ るような気が した。やは り、「実際に言葉を交わす」 とい うことが、

どれだけ学習者 の力になるのかが解 かった。 この実際使用の中で、学習者 が自らの理

解度 を確認でき、また、多種多様な場面に遭遇することにもなるので、「場面 シラバス」

の欠点を も補 うことになるのではないか。

 今回の実習 を通 して、異文化 に接す る職業である 日本語教師の心構 えと、役割 を実

感できた。 日本語 を話 したい と願 う学習者の熱心 さに心打たれ、また彼 らに対 して喜

んで手助けを していき、個々の繋が りを大切にす る先生方の姿に大変感動 した。教育

実習での様 々な気付きを通 して、私は言語教育の難 しさと魅力を再確認できた。

【参考文献】

J.V.ネ ウス トプニー(1995)『 新 しい 日本語教育のために』大修館書店

日本語教育学会 コース ・デザイン研 究委員会(1991)『 日本語教育機 関におけるコー

 ス ・デザイ ン』凡人社

宮地裕 ・田中望(1988)『 日本語教授法』放送大学教育振興会

日本語教育実習 を振 り返 って

信州大学人文学部4鐸 城 間友美 (日本語教育学専攻)

1,は じめに

 11年 度 の 日本語教育実習生である我々は、信州大学内の留学生センターにおける

実習 と、韓国カ トリック大学においての実習 とい うまたとない機会を得ることができ

た。実際に指導案 を考え、日本語学習者の前に立っ とい う経験は、授業の講義 と同様、

今後の 自分 自身に とって大いに役 立つに違いない。

2,日 本語教育実習

 本実習では、前期 に行 われ た留学生センター実習 を中心に計画が進 められたが、そ

れ と同時に秋 に予定 される韓国での実習へ向けてへの下準備 も平行 して行 われた。毎

週月曜 日の 日本語教育実習の授業以外に も実習生6・名で度々集ま り、話 し合いの時間

を設 けた。
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 6月 、7月 は留学生センター において、参観授業 と教壇実習、 日本語学習者である

留学生の方々 との交流会が行われた。

2.1.留 学生セ ンターにおける参観授業

 上條厚先生の 「日本語 ・日本事情」は、共通教育の留学生を対象に した授業で、20

名 以上の学習者 が参加す るものである。他 の授業の解説や、語句の説 明を中心に授業

は進 め られ た。上條先生は導入で季節 にあった話題 を もとに次々 と学習者 に質問 し、

なおかつ 日本 の 自然や文化の紹介 を して学習者 とコ ミュニケーションを とってお られ

た。 その後の授業で もゆっくりと同 じテ ンポでわか りやすい 日本語 を使用 し、解説や

語句の説明 をされていた。それは、学習者 の表情や様子 を見なが ら、彼 らの理解が追

い付かない よ うな場合 には英語を使用 した りジェスチ ャーを加 えた りしなが らの説明

であ った。

 この授業では、その場その場で学習者の反応にあわせて より分か りやすい 日本語へ

の言い換 えや英語への言い換 え、話すスピー ド等、た くみなス ピーチ コン トmル が

必要である と感 じた。 また、常に学習者の集 中力を保つよ う、身近 な新 しい話題や ビ

デオ導入へ の手際よい切 り替えが行われ、特に大人数の学習者を対象に した授業の場

合、後 ろの席まで聞こえるような、はっき りとした発声 ・発音を意識するこ とやすべ

ての学習者 の反応をすばや くチ ェックす ることの必要性を感 じた。

 留学生セ ンターの留学生を対象に した授業では、合津美穂先生による初級Aク ラス、

藤沢文人先生 による中級Bク ラスに参加 させ ていただいた。

 初級 クラスでは3名 の学習者が 日本語 を基礎か ら学 んでいる。そ こではまず、必要

な文型 を定着 させなけれ ばならないので、その為に様 々な工夫がな されていた。数回

にわたるロール プ レイによって学習者 自身がキーセ ンテンスをひきだせ るよ うに導 き、

ホ ワイ トボー ドにそれ を掲示す ることによって学習者 の注意をひきつけていた。そ し

て、授業の間ず っと行われ ていた ことが、わか りやす く簡潔な 日本語 による状況説明

であ る。初級 のクラスではほんの些細 なことで も疑問にな りやすい。 その疑問を解決

しつつ授業の流れ をス トップさせないよ う、 よ りわか りやすい 日本語や、時には学習

者の理解 を助 ける為に英語をは さんだ りとい う工夫がなされ、次々と軽快なテンポで

授業が展開 していった。後半にはグループを作 り、教室外活動の時間を設 け既習の 日

本語 の実際使用 を試みた。

 この授業では、授業の進め方はもちろんだが、教師の学習者 に対す る配慮 とい うも

のが大 きな発見であった。学習者が嫌 な気分 にな らないよ う、楽 しく日本語 を学び、

かつ教師 自身 もその場 を楽 しむ とい う状況をつ くり出すことは 目には見えないが、大

変な努力の賜物であろう。 これは生身の 日本語教師 と日本語学習者が接す るとい う場

面で しか気づ けない ものであったよ うに思 う。
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 中級 クラスでは初級 日本語を学習 し終 えた レベル の2人 の学習者が 日本語 を学んで

いる。 ここではよ り具体的な、 より実用的な 日本語 を身にっける為の工夫があった。

同 じ目本語 でもそれ を聞 く学習者 にとっては話者の発声 ・発音によって微妙に異な り、

混乱がお こる。それを防 ぐ為にできるだけ多 くの 日本語話者 の 日本語を聞 くとい う練

習が行 われた。更 に学習者 自身 も何度 も発音練習をす る。そこか ら例文 を身近 なもの

に置 き換 えた り、学習者の立場に置き換 えた りして、定着 させ る。

 ここでは 日本語の 「実際使用」 とい う目的が常に念頭におかれていたよ うに思 う。

教師側 は、できるだけ実際にみ られ るような場面を作 り、学習者 が現実 に直面する場

面を想定 して授業 を進 め、具体性 を持たせ る為に教材 ・資料 も現物やそれ に近い もの

を使用 していた。 また、現実的な 日本語 を聞 く環境 をつ くる為 に適度なはや さで 日本

語 が話 されていた。それ らを含 め、教師には授業を進める上であ りとあ らゆる知識 を

持 っていなければな らない ことがわかった。様々な場面の設定や学習者 の反応 にあわ

せ て柔軟 な対応 をす る為 には幅広い知識 を有す ると同時 にいろい ろな経験 を重ねてい

く必要があるだろ う。

2.2.留 学生セ ンターでの教壇実習

 7月 後半 には留学生センター の授業で実習生代表が実際に教壇 に立った。 中級Bク

ラスを対象 とし、「手順 を説明す る」 とい う項 目で、我 々実習生がたてた学習 目標は、

学習者が 自分の国の料理 の作 り方が順序 よく説明できるよ うになるとい うものであっ

た。導入では学習者 との信頼関係をっ くる為に自己開示 からは じめ、学習者それぞれ

にも話を してもらった。 その後、学習者 と一緒 に折 り紙 で鶴 をつ く り授業 へ とはいっ

ていった。 「ぎゅっと」 とい う擬態語を説明するときには、学習者の手を強 く握った り

とできるだけ学習者が体験的に習得 できるよ うに心掛けた。

 実際の教壇実習による授業では、その場その場で柔軟 な対応がで きなかった り、写

真な どの現物資料を準備 できなかった りと多 くの反省点がでてきたが、 日本語学習者

が実際使用の 日本語 を学習す るの と同様 に 日本語教師 を目指す者 も実際 の現場で学び、

経験す ることの意義を強 く感 じた。

2.3.日 本語学習者 との交流

 日本語学習者である留学生の方々とは、授業以外 にも交流の場 を持つ ことができた。

留学生主催のランチパーティーや実習生主催のパーティー、花火 大会、学生食堂での

昼食 会、イ ンタ ビュー等である。 これ らのイベ ン トによって、話す機会が増え、互い

に関心あることを尋ねあい、教えあった。 これ は、互いに信頼関係 を築 く為の大切な

過程であった ように思 う。
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3.日 本語教育の多様性 と日本語教師像

 日本語教育の多様性 とは何か。今回の留学生セ ンターでの実習や、韓国実習の準備

か らも感 じた ことだが、 日本語 を学ぶ人 とい うのは様々である。また、それ と同時に

彼 らの 日本語 を学ぶ動機、 目的、環境 とい うものも様々である。そ して異 なるのは学

習者 だけではない。 日本語 自体 も言語 として常に変わ りゆく。また、地域 ごとに方言

とい う違いがでて くる。

 異 なる学習者の形態や 常に変わ りゆく言語 としての 日本語 に対応 してい く為に、 日

本語教育には多様性がでてくるのではないか。また、それが必要になって くるのでは

ないか。例 えば相手が専門分野 について学びにきた留学生な らば生活 に役 立つ実践的

な 日本語は もちろん、読 み書きを始めとして専門的 な知識の習得 に十分な 日本語力 を

求めてい るし、働 く社会 人な らば実生活 です ぐに使 える 日本語 を効率的 に学ぼ うとし

ている。 ビジネ スとして 日本語 を学ぶ人にはおそ らく共通語だけで十分だろ うが、地

方で生活 してい く為に 日本語を学ぶ人にはその土地 の言葉である方言 の習得 も必要 と

なって くるだろ う。

 学習者のニー ズを理解 し、それにあった適切 な授業 を運営できるのが理想の 日本語

教師である。学習者 の 「今、必要 としている日本語」、 「使 える 日本語」 をタイム リー

に提供 し、なおかっ一番伝 えたいことのポイ ン トをしぼることが重要である。

 また、 日本語教育では言語 ・文化に関す る知識だけでな く、学習者 心理に関する知

識 も必要で あることを今回の実習から学んだ。学習者 の感情や健康状態への配慮は授

業 を進めてい く上で必要である。 日本語教師 とは授業を進めながら、常に学習者の状

態 を把握す る力がなければな らない。加 えて、学習者 の背景にある文化 ・慣習か らく

る言語行動や個人の性格 などへの配慮が大切である。 この配慮が足 りなければ ミス コ

ミュニケー シ ョンが生 じ、信頼関係が崩れて しま う恐れ がある。結果的には 日本語の

学習 にも支障 をきたすだろ う。

 日本語教育 に限 らず、人 と人 とが接す る場面では個人 レベル、国 レベル などによる

異文化の接触でお こる多少の摩擦は免れ ない。 しか し事前に 自文化、他文化の理解を

深 めて、互いに理解 していればそれ を回避す ることが可能になる と思われ る。 日本語

教師は積極的 に自文化 ・他文化 を知る必要があるだろ う。

 今 回の留学生セ ンターにおける実習では授業の運営な どの他に、特 に 日本語教師 と

日本語学習者 との信頼関係 について考 えた。人 と人 との関係 とい う授業、教室の枠だ

けにはお さま りきれない ものを基盤 に、 日本語 とい う媒体を使って互いの文化 を教 え

あい、またそれ によって気付かなかった 自文化 を知ることによって互いに学びあ う環

境 をつ くっているのではないか。
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4.お わ りに

 留学生セ ンターでの実習期 間を通 して学んだこ とは、全て新鮮であ り、実際の 日本

語教育の現場 を生でみ ることができた喜びは大きい。今後、韓国実習 を控 えてい るが、

これまで得た ことを最大限にいかせ るよ うに したい。実際の 日本語教育 の現場で少 し

ずつ経験 を積 み重ねていくこ とが今後おおい に役立っであろう。

【参考文献】

J.V.ネ ウス トプニー  (1995)『 新 しい 日本語教育のために』大修館書店

日本語教育学会編  (1991)『 目本語テス トハン ドブ ック』 大修館書店

         (1991)『 日本語教育機 関におけるコース ・デザイ ン』 凡人社

宮地裕 ・田中望   α989)『 日本語教授 法』 日本放送出版協会

日本語教育実 習を振 り返 って

信 州大学 人文 学部4年 中野真樹 幅 本語教育学専攻)

1.は じめに

 前期の 日本語教育実習を通 して、 これまでの授業ではできなか った貴重 な経験 をす

ることができた。留学生センターのご協力の下、日本語教育が実際 に行われている 「現

場」の雰囲気 を肌で感 じるこ とができたのである。具体的には、留学生が受 けてい る

授業の参観 、そ して教壇実習な どをさせていただいた。授業の参観 については、学習

者の 日本語 レベルや学習内容、また、担当の先生が異なる複数のクラスで行 うことが

で きた。 この ことは、 日本語教育の多様性 を実感 できるとい う、有意義な経験 となっ

た。

 また、プ ロジェク トBワ ー クとしての交流パーテ ィーやインタビュー ・プ ロジェク

トな どの教室外活動に も積極的にかかわることができ、教室活動の幅の広 さも実感 し

た。 そ して、留学生セ ンター とい う現場で 日本語教師をなさってい る先生方 か らご指

導 を していただいたこと、 さらに実習全体 を通 じて留学生の方々 と親 しくさせていた

だいたことは、本 当に貴重で嬉 しい経験であ り、大変勉強になった。

 本 レポー トでは、前期の 日本語教育実習 を通 して感 じ、学んだ多 くの事を 自分な り

の観点か らま とめてみたい。

2.日 本語教育の多様性

 日本語の学習者 の持つ背景 が多様である とい うことを考えれば、必然的に 日本語教

育のあ り方 も多様 であるとい うことが言える。学習者の持つ背景 とは、 日本語学習の

目的、適性、既習能力、 さらには年齢、学ぶ場所や使 える時間、経済的環境な ど、学

習者に関す る様々な情報のことである。 日本語学習者 といっても、背景の異なる様 々
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な人がいるのである。

 今回の実習では、専門分野を研究す るために大学へ来ている留学生のための 日本語

教育 を参観 、実習 した とい うことになる。その中で も、初めて 日本語を学ぶ とい う学

習者のための初級のクラス(Aク ラス)と 、初 ・中級のクラス(Bク ラス)、 また、す

でに学部 生 として専門を勉強 してい る留学生のための 日本語 ・日本事情 とい うクラス

の授業を参観することができた。Aク ラス、 Bク ラスの留学生は共に、留学生センタ

ー での 日本語学習は半年 間だけであ り
、ほ とん どの方は後期か らそれぞれ の学部 での

専門の勉 強へ と進 んでいかれ る。専門の勉強 をす るための予備教育 としての 日本語教

育 の形が ここに見 られ る。一方、 日本語 ・日本事情 のクラスは、すでに学部で専門の

研 究を してい る留学生のためのクラスである。彼 らの 日本語能力はすでに上級であ り、

このクラスでは 日本語そのものを対象 として学ぶのではな く、 日本語 を手段 として別

の科 目を学ぶ とい う内容 の授業が行われ ていた。

 今回の実習で、同 じ留学生 といっても学習 目的や 日本語能力の異なる学習者がお り、

それぞれ の学習者に合わせ た教育がな されてい るとい うことが実感 できた。 臼本語教

育の多様性 を踏 まえると、 日本語教育 とい うものを具体的に展開 してい くためには、

まず学習者に関す る背景調査が必要不可欠のもので あるとい うことが理解 できる。そ

の調査 を もとに して、シラバ ス、そ してよ り具体的 なカ リキュラムを立てていかねば

な らない のである。

3.日 本語教育における 「実際使用」への意識

 「実際使用」 とは、現実のコ ミュニケーシ ョンとして 日本語を使 う、 とい うことで

ある。 日本語学習の 目的は、たいていの場合 、 日本語 を用いてコミュニ ケーシ ョンが

とれ るよ うになる、そ して、コ ミュニケーシ ョンを とって何かを為す こ とができるよ

うになる ことにあると思われ る。 そのことを踏まえて考えると、 日本語教育における

実際使用への意識の重要 性が分か る。実際、 日本語教育の教室活動には、実際使用を

意識 した活動が含まれている。宮地 ・田中(1988)で は、教室活動における実用練習の

ための条件 として次の3つ をあげている。

 a学 習者 の言語行動が、 自発的、創造的なものであること。

 b.学習者 の言語行動が有意味 なものであること。

 c.学習者 の言語行動 の結果、なにかの課題や仕事が達成 されるこ と。

 これ らの条件は、実用練習が現実のコ ミュニケー ションに近い練習 とな るための条

件であ る、 とも述べてい る。

 実習の 中でも、実際使用 を意識 した活動 をい くつ も見 させていただいた。 まずは、

日本語 ・日本事情における授業である。 この授業では、 日本語教師ではな く、 ある分

野 にお ける専門の先生による講義が行 われ る。 日本語教師は、その次の時間に、前回
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のその講義をも う一度振 り返 りなが ら、 日本語の面でのフォロー を行 うのである。私

が参観 したのは、化学 についての講義 の復習の時間であった。 日本語で専門の講義を

受けるには、「読 む」 「書 く」 「聞 く」 「話す」の言語の四技能を総動員 しなけれ ばな ら

ない。 この ような授業は、ま さに 日本語の実際使用そのものであるとい うこ とがよく

理解 できた。

 また、実習生 と留学生、また、留学生センターの先生方 との交流パーティー も、実

際使用 と してあげ られ る。 このパーテ ィーは、留学生セ ンターのAク ラスの留学生が

中心 とな って企画、実行 され た。つま りこれは、実習生 が実習をす るにあたっての顔

合わせ としてのパーティーであると同時に、Aク ラスのプロジェク ト・ワークで もあ

ったので ある。 さらに、インタビュー ・プ ロジェク トとい うプ ロジェク ト・ワーも行

われた。留学生が実習生 にアンケー ト調査を行い、それ をもとに発表をす る、 とい う

活動であった。 また、実習の終 りに、実習生か らお礼のパーテ ィー として留学生や、

留学生セ ンターの方 々を招待す るとい うこともあった。これ も、留学生に とっては 「パ

ーテ ィー に招かれ る」 とい う実際の場面での コミュニケーションを経験す る機会 とし

て捉えるこ とがで きる。

 このよ うな大きな活動 に限 らず、実際使用を意識 していると感 じた活動はた くさん

あった。例 えば、Aク ラスの授業を参観 した際に、「これ はなん と読むんですか」や 「～

とい う意味です」 とい う文型が導入 された後、学習者が実習生と一緒に大学周辺 を回

り、分か らない漢字の看板 を見つけて調べ るとい う活動が行われ た。また、文型提示

の際、実習生が ロールプ レイ をしてモデル会話 を行 ったのだが、その際 にもできるだ

け学習者 に実際に起 りそ うな身近な場面を設定す るよう指導を受けた。

4,日 本語教師に必要な資質 とは

 複数の教 師の方々による授業を参観 し、また、教壇実習を経験 したことによ り、 日

本語教師に必要な資質 とい うものを考 えさせ られ た。

 教壇実習 は、実習生6名 の代表 として私が行 った。Bク ラスの授業をその実習に使

わせ ていただいた。指導計画 は実習生全員で協力 して作成 したのだが、い ざ留学生 を

前に教壇実習を始めてみ ると、計画 どお りにはほ とん ど進まなかった。まず 、計画 自

体 にた くさんの欠陥があ り、その度に先生か らフォ ローを していただいた。 また、担

当 した私 自身の問題 として、全体の授業の流れが頭 に入 っていなかった とい うことが

あ り、計画表を見なが らの、非常につなが りの悪 い授業 となって しまった。 教壇実

習での大きな失敗 から、日本語教師に必要 な資質 とは何 かとい うことを考 えてみると、

日本語学的知識、 日本語教育学的知識 を持っていることは必須条件である。 しか しそ

れだけではない。テ ンポよく授業を進 めてい く身 のこな しと、学習者か ら自発的な発

話 を引き出す会話術、そ して、幅広い知識 と教養 が必要だと感 じた。特に、学習者の
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国の文化や言語については勉強 してお く必要があると感 じた。それ は、学習者 との会

話 においての話題作 りのために重要である と共に、学習者 の間違いが、母語の干渉か

らきている とい うこともあり得 るか らである。また、異文化を尊重 し、互いの違いを

認 めた上 で、 日本語や 日本文化 を教 え、 さらに自分 自身 も相手か ら学ぶんだ、 とい う

積極的な姿勢 も求 められ るだろ う。

 また、学習者に分かる 日本語で、 しかも不 自然にな らずに話す技術 も必要であると

感 じた。そのためには、学習者 の既習語彙、文型な どが把握 されていなければ難 しい。

留学生センターのAク ラスの皆 さん とメール を交換する際には、毎回、既習語彙や文

型を確認 しなが ら文を練 った。 しか し、実際の会話では、文章のよ うに時間 をかけて

練 りなお させ るとい うことがで きないため、なかなか うまくいかなかった。

 さらに、実習 を通 して、教師 と学習者の関係 とい うのは、同時に人 と人 との関わ り

である、 とい うことも学ばせ ていただいた。 日本語教師は、学習者 のいろい ろな不安

や雑念 をできるだけ取 り除 き、学習者が授業 に集 中できる環境 を作 らねばな らない。

それ には、まず教師 と学習者 の間に信頼関係が築かれなければな らない。学習者 に信

頼 され るだけの 日本語教育能力 と人間的魅力が、日本語教師には求められ ると感 じた。

5.お わ りに

 前期の 日本語教育実習を行 うにあたって、留学生センターの皆 さんの大きなご協力

があった。 授業 を見学 ・参加 、 さらには教壇実習 まで受 け入れて くださった諸先生方

をは じめ、留学生セ ンター での私 たちの実習 を温か く見守 って くだ さった事務官の

方々に、心か ら感謝 を申し上げたい。 また、私たち実習生の授業への参加 を、嫌 な顔

一っ しないで
、む しろ笑顔で受 け入れてくだ さった留学生の皆 さんにも、心か ら 「あ

りが とう」 を言いたい。何か を学ぼ うとす る留学生 の真剣な態度 と、それに応 えよう

と日々努力 と研究 を続 けてお られ る留学生センター の先生方の姿を しっか りと胸に刻

み付 けて、私 も負 けない よ う勉強に励んでいきたい。最後 に、このような授業 を組 ん

で くだ さった沖先生に、心よ りお礼 申し上げます。あ りが とうございま した。
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日本語教育実習 を終えて

信 州大学人文学部4年 野田鶴 (日本文学専攻)

1 日本語教育の多様性について

1.何 が 「多様」なのか
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1.1 学習者

 学習者の母語は何か、 どのよ うな文化的背景の中で生活 してきたか、な どによって

学習方法が異 なる。

 学習者の母語が 日本語 と同 じ語順で文を成す場合(例:韓 国語、ネパール語等)、 あ

る程度の語彙 が増える と比較 的容易に 日本語 を習得 できる。が、そ うでない場合は 日

本語の語順に慣れるのに時間がかかる。 自分で 自由に文を作れ るようにな るには訓練

を要す る。また 、母語の影響 に よる発音の間違い も無視できない。

 学習者の文化が、はっき り意 見を言 う傾向にあるかそ うでないか、 とい う違いは重

要である。学習者が疑 問点を 自ら指摘 して くれれ ば よいが、遠慮 しがちな ときは学習

者の表情な どか ら、分 かっているか ど うか判断す る必要がある。学習者が積極的に質

問をす るタイプの場合、それに答 え られ るだけの準備 をしておかなければならない。

また、誉 め られ て伸び る人 と逆に甘 えて しま う人がいる。早期 に見極めて適切 な評価

を与 えられ るよ うにしたい。

 複数 の学習者 の母語 、文化 的背景がそれぞれ異な る場合 は、全員が公平 に上達でき

るように工夫 しなければな らない。母語による間違いを事前 に予測 し、対応 を考えて

お く。 さらに積極的 に発言 しない人 にも、発話の機 会が均等に与 えられる ように心が

けるべきである。

1.2 学習 目的

 ネ ウス トプニー(1982)に よる と、人が外国語 を学ぶ理 由は次のよ うに分類 され る。

  ・体制維持  伝統的な教育体系をそのまま問題な く続けるた め。ほぼ必修科 目

         となってい る語学を、学生は就職活動に有利で あるために学び、

         教師は学生の等級 をつけるために教 える。

  ・趣 味    自由時間 を活用す るため。

  ・象徴    教養 、つま り社会階層の象徴。

  ・技巧形成  高度の規律、忍耐力、組織だった態度 を育てる手殻 としての語学

         教育。

  ・異文化理解 外 国語を仲介 として、異なる文化 に接触す る。そのこ とによって

         他の文化に対 して寛容 にな り、その文化 と自分 自身の間に積極的

         な関係を作 るとい う訓練 を受 ける。

  ・コ ミュニケーシ ョン 学習直後、または将来的に学習者が得た知識 をコミュニ

         ケーシ ョンに使 う確率が大 きい ときの理由。

この中で最後 の 「コミュニケー シ ョン」がもっとも明確で大 きい理由になるのでは
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ないか。大多数 の学習者は、その言語を話す人 とコ ミュニケーシ ョンを図 るために外

国語 を学ぶ とい っていいだろ う。

 コミュニケーシ ョンと一 口に言ってもいろいろある。何 のためにコミュニケーシ ョ

ンを図る必要があるのか。留学す るため、取引をす るため、異国か らのお客 をもてな

すため、結婚な どの理 由によ りその国に永住す るため、等。それぞれの 目的によって、

どれ だけの時間で どの程度の語学力(コ ミュニケー シ ョンカ)を 身 につ ければよいか

が異なってくる。

 留学す るのであれ ば、専門分野の論文が読めなけれ ばな らない し、永住す るのであ

れば、 「日本人の よ うに」振 る舞 えなければ コミュニテ ィに入っていけない。

 目的にあった最 も有効 な方法で学習 しなければな らない。教育者 は学習者の 目的に

見合 った学習方法を選択する必要が ある。

2.多 様 であるとい うこと

 日本語教育が多様であると言 うことは、マニュアルが作 りにくいことを意味す る。

国語教育のよ うに指導方針 を国 レベルで統一することができない。 その都度状況 を判

断 して、最善だ と思われ る方法 を採用す るしかない。

 日本語 教育が経験科学だ といわれ るのは、経験 を積む ことによって的確 な状況判断

がで きるよ うにな り、それ にともなって最善の方法 を選べるようになるか らだろ う。

教授法のマニュアルがない分、最初は試行錯誤で授業準備や授業の進行に苦労や失敗

が絶 えないだろ うが、慣れ て くれ ば自由にやれ るのではないか。そ して常に刺激 を受

け られ る し、教 えることによって 自分 も成長 してい ける職業だ と感 じた。 多様である

が故のお もしろさやや りがい も十分 にあるはずである。

II 自分 自身 がコースデザインをす るにあたって

1.コ ー スデザイ ンの流れ

1.1 コー スデザイ ンの流れ

 学習者 の学習 目的、母語 、文化的背景、等が どのよ うな物か、時間の許 す限 り調査

する。

 日本語学習歴 、年齢 、などは学習者にアンケー トを行えば分かる。 しか し、学習 目

的は学習者本人へ のアンケー ト調査か ら明 らかになる部分 もあるが、本人が 自覚 して

いないか くれた 目的 もあ り、教師はそれを発見 しなければな らない。 これは、コー ス

が始ま り学習者 とのコミュニケーシ ョンが深 まるにつれて、分かって くる場合 もある

だろ う。

 学習者 の目的に応 じて聞 く、書 く、読む、話すなどの能力にどの程度力 を入れ るか、

判断す る。
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1.2学 習者 についての知識 を得 る

 学習者 の基本的プ ロフィールが明 らかになった ら、出身国(地 方)の 文化や母語の

特徴 をた くさん集 める。(雑 学的教養 を多く持 っている と、このとき改めて集める量が

少な くて済む だろ う。)テ キス トに出て くる日本の特徴 と学習者の持っている知識 とを

比較するこ とによ り、習得が早 くなる。 また、母語 と同 じ規則性 のため、容易 に理解

で きる項 目は軽 く触れれば よい し、学習者の母語が漢字系か非漢字系かによって漢字

学習へのカの入れ方 も異なって くる。

1.3シ ラバスを作 る

 シラバ スとは、「あるコースで学習者 に教 えるべき学習項 目の総体」(日本語教育学会

1991)の ことをい う。ニーズ調査で明 らかになった学習到達 目標 に従って、どの学習項

目に重点 を置 くか決定す る。

 シラバ スには、言語 の構造(音 声、語彙、文字、文法、文型)に 注 目した 「構造シ

ラバス」、 コ ミュニケー シ ョン機能 に注 目した 「機能 シラバス」、 どんな場面で話す 日

本語かに注 目した 陽 面シラバ ス」、その文章な り会話な りで扱われ る話題に注 目した

「話題 シラバス」な どがある。(同 上)

 入門、 もしくは初級 レベルでは 「構造シラバス」が、初中級では 「機能 シラバス」

が使われ る ことがそれぞれ多い。

1,4カ リキュラムを作る

 カ リキュラム とは、「シラバ スを実際の教育課程に合わせて配列 し直す こと」(同 上)

を指す。 さらにシラバ スで決定 された学習項 目か ら、学習に使える時間や 学習者の レ

デ ィネス(学 習対象 とな る言語について、す でにその学習者が身 にっけている能力)

を考慮 して無駄 を省 いていく。

2.多 様性 に対応す るには

 ニーズ分析 を怠 らないこと、経験か ら得た知識や 固定観念に捕 らわれ ることなく、

その都度学習者 と向き合 うことな どを心がける必要がある。

 も し私が コースデザイ ンを作 る機会に遭遇 した ときは、ただ 日本語の文法を教 える

のではな く、 日本の文化や社会 を教えられ るように計画 したい。 そ うすれば学習者 は

異文化に接す ることができる。教師 として 日本 との比較のためにその国の文化を調べ、

それ を学ぶ こともできる。

IH 日本語教師像

1.実 際使用

 H-2。 でも述べた ように、 日本の文化や社会に結びつ く授業を したい。授業が文

化や社会に結びつ くと言 うことは、実際使用ができるとい うことである。

 今回の実習で も、授業 で学ん だことを実生活で応用で きない とい う留学生の声 を聞
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いた。 その原因 として、一つは 目本語 を使用す る必要に迫 られる機会がない(日 本語

で しか コミュニケーシ ョンを取れない人 と接す る機 会がない)こ と、 も う一つには彼

らが初級の学習者で、授業では構造シラバ スに基づ く教科書を使用 していたことが挙

げ られる。

 例 えば、お互いにある程度の英語が話せ ることが分かっている相手同士な ら、学習

中の拙い 日本語 を使お うとは思 わない。スムーズに意志疎通ができない と、ス トレス

がたまる。 ここで 日本語 を使用す る機会がひ とつ失われ る。

 構造 シラバ スは、 日本語 の構造 に注 目したシラバスである。学習すべ き文法項 目を

優先 した結果 、教科書な どの例文 が不 自然 になって しま う場合があ る。 これが構造 シ

ラバ スの大 きな欠点であるといわれ ている。

 例 文が使用 され る場面 を例文 とともに理解 させれば、実際その場 面に遭遇 した とき

にその文が浮 かんで くるはずである。そこで 日本語 を使用す る機会が生まれ る。場面

を想定するこ とで、例文の不 自然 さもカバーできる。

 ここで説 明す る場面は、なるべ く身近で起こ りうるものでなければな らない。 その

ためには、学習者の生活 をよく知ってお く必要がある。 そ して学習者 に とって身近で

あるだけでな く、 日本 の社会や文化 とも密接 していなければならない。起 こ りうる場

面が 日本語 を使用す るものでなければ意味がない。

 実際使用につなげ るためにも、また 日本 を理解 してもらうためにも、 日本の社会や

文化 を積極的に発信 していけるだけの知識 を身につけ、それを授業 に盛 り込んでいき

たい。

2.臨 機応変

 国語教育で も同 じ事が言 えるが、学習者は時 として思いも寄らない反応 を示す こと

がある。 それ にど う対応す るかが難 しい。脇道にそれ て本筋に戻れ ないの も困る し、

猫 の子を運ぶ よ うに首をつまんで本筋に戻 して も、学習者 は混乱す る し、傷つ くか も

しれ ない。

 学習者が予想外の反応を示 した部分は、普通学習者 が引っかかっている部分である。

うま く説 明、訂正すれば、その部分を しっか りと定着 させることができる。

 どのよ うに対処す るか。 これ は経験がものをい うところが大きい。 また、経験 を積

む ことによって、学習者 の様々な反応 を予想す るこ とが可能 にな り、予想 外の反応が

出ること自体、少なくなるのではないか。

 教授経験 が浅 い うちは失敗 もす るだろ うが、学習者の反応 をよ く見ることは忘れ な

い よ うに したい。 自分が期待す る反応を学習者に押 しつけるのではな く、学習者 の反

応 によって授業 を作 ってい くことが大切だ と思 う。また、少ない経験 と知識 をフル活

用 して、できる限 り多 くの起 こ りうる事態 を予測 してお くことも大切であ る。 自分が
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母語話者 と して当た り前だと思っていることが、学習者 にとっても当た り前 だとは限

らないとい うことを、常に肝 に銘 じてお く必要があ る。
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留学生セ ンター での 日本語教育実習を終えて

信州大学人文学部4年 前澤 美樹 (日本語教育学専攻)

1. は じめに

 日本語教育 を行 っている留学生センターが構内にあ りながらも、実情を知 ることが

なかった。 どの ような教授法 で、 どのような学生に、 どのよ うな 目的や 目標 で教 えて

いるのか、 まった く知 らなかった。具体的な 日本語教師や教室のイ メージをもつ こと

す らできていない状態 だった。

 そんな状態ではあったが留学生センターで実際の 日本語教育を拝 見す ることができ、

さらに参加 も許可 していただいた。先生方や留学生 と交われ、現在 の 日本語教育につ

いて垣間見 ることができる、「教師」 と 「学生」の中間の立場 として参加 した。初級 ク

ラスのプ ロジェク トワークを兼ねてのパーテ ィー に始 ま り、初級 クラスでは1回 、中

級 クラスでは教壇実習 も含め2回 、授業に参加 した。 そのほか共通教育での学部生の

留学生のための 日本語 ・日本事情も拝 見 した。

 この実習 は 日本語教育に関す る知識だけでな く、体験や観察によって 自ら疑問点や

発 見を得 、 とても意義のあるものだった。実習を通 じて考えたことを 日本語教育実習

のま とめ として レポー トする。

2. 実習 を通 じて

2ユ教 室活動 について

 参加 した授業 はすべて教室で、教科書 を使 っての授業であった。 初級では構造シラ

バス、中級 では機能シラバスに重点 をおいた教科書 に沿って進め られ ている。学習者

にはお よそ半年 しか学習期間がないため膨大 な量 の 日本語の表現 を覚えていかな くて

はな らない。 しか しただの積 め こみにならない ようにす る配慮があ り、チュー トリア

ル といった個人指導の時間があ り、勉強だけでな くメンタルな面で も留学生 をケア し

てい く必要 性を今回の実習で初 めて知った。

 授業に参加す るにあた り関心はスピーチ コン トロールが どの ように行われ るかであ
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った。 どの ような速度や語彙で話 し、 どんな態度や ジェスチャーを使 うのか もよく見

たかった。簡単な 日本語 で説明す るといっても、既習の文型や語彙 を把握 していなけ

れば説明の ことばをまた説明 しな くてはな らない事態が起こる。絵や図 を使 って説明

す ると理解 も早 く、授業の流れ もスムーズであった。ただ し初級で も中級で も絵や図

を見せ るだけで終わるのではな く、さらに日本語 で説明 していた。 これは、絵や図は

理解 の補助的なものであ り、やは り日本語による説明を理解する力をつ けるためだろ

う。単に説明すれば良いのではな く何 が学習者のた めになるのかを考 えて説 明の しか

たや方法までをも考慮す る必要 がある。

2.2.日本語教師について

 教師が授業計画 どお りに進 まな くて も大 らかにかまえられ るのは臨機応変に対処で

きるか らで あることも観奈 した。そ して対処す るためには先に述べた絵や図のほかに

も実物 もしくはそれに近い ものを見せた り、質問に的確 に答えることができな くては

な らない。その とき教 師の教養の広 さが うかがえる。留学生セ ンターのホームページ

に先生や職員の方 々の 自己紹介が載 っているのを拝 見 し驚いたことは、趣味や特技が

多岐 に渡 ってい る、とい うことで ある。ティームテ ィーチングによってそれ ら多岐に

渡 る教養 が さらに広 く深 い教養 とな り留学生に伝 えられ る。ティームテ ィーチ ングに

よって、教師がそれぞれ の授業 を客観的に反省でき、知識や教養な どの共有 もできる

点や、学習者 にとってはマ ンネ リ化を防 ぐもの となる点に気がついた。 日本語教師は

一 人よが りではな く
、協力的である必要がある。また、自分の趣味や学究的興味にっ

いても深 めてい く必要がある。

3.テ ィーチング ・ア シスタン ト

 留学生の授業は教室内に留ま らず多岐にわたる活動を してお り、 日本人の学生 と交

流 した り、 自分たちで買い物 を した り、乗 り物に乗 る、などといった、普段 の生活で

の実際使用の活動 も取 り入れている。初級クラスではロールプ レイや教室の外へ出て

読めない字の読み方 と意味を聞 く練習の際に実習生が付 き添った。学習者はほ とん ど

英語が使 えるので、英語で補足す ることもできるが、実習生も留学生も英語 をなるべ

く使わないよ うに してお り、留学生は 日本語に浸 り、実習生は自分たちな りの説明を

試行す る機会 となった。 日本人 と話す機会 を作 ることで コミュニケーシ ョンができた

とい う自信が生まれ ることが特 に重要ではないだ ろ うか。

 実習生 の立場は ビジターでも教師で もなくテ ィーチ ング ・アシスタン トとしての意

識 をもって授業 に参加 した。J. vネ ウス トプニー(1995)に よると日本語 のティー

チ ング ・アシスタン ト(JTA)は 「普通は 日本語 の母語話者で、教育訓練経験はゼa

かほとん どない ような授業の参加者で あ り、資格を もった先生 にとって代わ るのでは

な く補助 的な役割 を果 たす参加者だ といえる。彼 らは、資格をもった教師の計画に沿
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って行動す る」 とい う。そ して 「まだあま り教授経験のない訓練中の教師がJTAに 適

任 である。」 ともいっている。

 「テ ィーチング ・ア シスタン ト」 とは具体的にどのよ うな役割を果たす ことが期待

され てい るか知 らずに授業 に参加 したのだが、反省 した り感 じたことがい くっかあっ

た。実習生が先生 と共 に考 えた ロールプ レイは教科書のキーセンテンス を聞 き取 らせ

るだけでな く、 日本人 の しぐさも見ることができたのではないだ ろうか。モデル会話

も同様 に普段は一人の先生の声 しかきかないが、異なった声 を聞 き取 る練習に もなっ

ただろ う。

 また初級は3人 、中級は2人 と、学習者が少なかったが先生は一人 なので一回の授

業 をすべてテープや副教材 を駆使 し、学習者の表情や理解度 などにも注意 して授業を

行 ってい る。そ ういった普段の授業形態 を見たい気持ちもあ り、ティーチング ・アシ

ス タン トを しつつ授業を客観的に観奈をす るのは困難だった。 しか し授業に参加 して

い る実感が あ り、まだ全 く訓練を うけたことのない実習生が授業でテー プや用例など

に代わる、必要なもの として用いていただ き、 さらに訓練を積みたい とい う意欲を生

んだ。

 同書では 「日本人テ ィーチング ・アシス タン トが活用できる典型的場面」 として場

面 に 「教室内」 「被伝統的教室場面」「教室外の場 面(高 校 ・大学)」 「学校外の場面」

をあげてい る。そ してそれぞれの場面での活動内容を表に している。 「教 室内」の活動

内容 に、ま さに実習生が先生の指導 のもとに行 った ことがい くっかあった。以下にそ

れ らを記す。

・ 日本語 における言語的 ・社会言語的 ・社会文化的行動についてのモデル ・ 小グル

 ープでの ドリル ・練習 ・ ロールプ レー ・シ ミュ レーシ ョンへの参加

・ 学生の語彙 、表現への援助

・ 学習者 に よる自己紹介の受け手

・ お茶、昼食 、夕食時に学習者 の会話の相手 となる

・ 生徒の簡 単の誤 りの訂正(細 かい指導 が必要)

・ プ ロジェク トのイ ンフォーマン ト

 上に記 した中で も食事の会話の相手になった とき、すでに教室活動か ら解放 されて

い る気持 ちが学習者 に も実習生にもあった。 しか しそのような ときで もテ ィーチ ン

グ ・アシス タン トとして働いていたともいえる。ネ ウス トプニー氏 も言 うようにテ ィ

ーチング ・アシスタン トに求 められていることは学習者 のインターアクシ ョンの場 を

増やす こ とである。 日本語教師は教材 のみでなく、こ うした多 くの 日本人 と関われ る

教育活動 を考えるため、前述 したティームティーチ ングでの協力や、自 らの教養 を高

め るほか、言語的な ことだけではなく、文化や経済、社会など学習者の さまざまな興
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味に対応 できるように、人脈 を広げて人材確保を してい くことが必要だろ う。

4. おわ りに

 この実習 を通 じて、教室の中の先生だけでなく、先生方の普段の留学生へ の接 し方

をもみ ることができた。特 に留学生の理解 のために努力や労力を惜 しまず、留学生が

日本語 を習得 してい く姿を とて も喜んでい ることが印象深かった。 留学生 といっ しょ

になって片言 の 日本語で活動 を し、楽 しげで明るい雰囲気 を作っていた。

 日本語教師は 日本語や文化 を知っていれば良いだけではな く、体力 もな くてはいけ

ない し、留学生のために自分の時間を犠牲に しな くてはいけない。いつ も笑顔で留学

生 を緊張 させ ないよ うな気遣いができなくてはいけない。意識 しなくてはできない こ

とがたくさんあった。 しか し意識すればいつかはできるようになる、 とも言 い換 えら

れ る。そ して 日本語教育はチー ムワークだ、 とい うことも実習生の教壇実習やパーテ

ィー主催 な どの活動を通 じて 自ら経験 した。生の 日本語教育に触れたおかげで得た多

くの経験を、 自らの将来へつなげるもの としてい きたい。
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